
令

和

五

年

没

年 昨年12月9日 座禅会納会様子 一寸座れば一寸の仏

≪総代再任のお知らせ≫
安住寺では7名の総代様にお勤めを頂いておりま
す。令和5年9月30日をもちまして任期満了となり
ましたが、全ての総代様に再任のお願いをいたし
ましたところ、快くお引き受けを頂きました。
本来ならば、昨年秋号の寺報でお知らせするべき
ところでしたが、ご連絡が遅くなり申し訳ありませ
ん。
再任の任期は、令和8年9月30日までとります。今
後ともご指導ご協力いただきますようお願いいた
します。

　
檀
信
徒
の
皆
様

、
当
山
に
御
縁
を
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様

、
旧
年
中
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

。

　
恙
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

。

　
本
年
は
辰
年

。
龍
は
想
像
上
の
霊
獣

と
言
わ
れ
ま
す
が

、
仏
法
を
守
護
す
る

八
大
龍
王
と
し
て
も
崇
め

、
縁
起
の
い

い
干
支
で
あ
り
ま
す

。
　

　
令
和
甲
辰
が
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う

、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す

。

　
ま
た
変
わ
ら
ぬ
御
法
愛
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
令
和
六
年
甲
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責
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【
日
々
之
好
日
】

🔸

十
月
一
日
・
貴
布
祢
神
社
秋
の

大
祭
に
出
席
。

🔸

十
月
四
日
・
南

禅
寺
派
部
内
会
に
て
本
山
団
参
最
終

打
ち
合
わ
せ
。

🔸

十
月
十
二
日
・

縁
あ
っ
て
重
光
葵
一
統
の
墓
地
改
葬

供
養
を
お
務
め
し
ま
し
た
。

市
内
中

平
に
大
変
立
派
な
墓
所
が
あ
り
驚
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
遠
方
に
お

ら
れ
る
子
孫
の
方
が
お
守
り
を
し
て

い
ま
す
。
お
墓
の
ご
相
談
が
多
い
で

す
が
、
重
光
一
統
の
墓
所
の
よ
う
に

規
模
が
大
き
い
と
お
世
話
も
大
変
だ

と

感

じ

ま

し

た
。

🔸

十

月

十

七

日
・
大
分
市
古
国
府
、

仏
光
寺
前
寺

庭
様
の
葬
儀
。

閑
栖
和
尚
和
尚
の
導

師
。

🔸

十

月

二

十

二
～

二

十

六

日
・
大
分
県
南
禅
寺
派
二
十
四
部
本

山
団
参
に
参
加
。

本
山
灯
明
会
で
参

加
者
の
懺
悔
の
こ
と
ば
に
感
動
し
ま

し
た
。

🔸

十
一
月
五
日
・
三
回
目

の
お
寺
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。

沢

山
の
方
に
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
し
た
。

🔸

十

一

月

六

・

七

日
、

第

十

部

（
安
来
市
）

御
詠
歌
研
修
、

閑
栖
和

尚
和
尚
出
向

🔸

十
一
月
十
三
日
・

昨
年
よ
り
総
務
省
に
よ
る
消
防
設
備

の
点
検
基
準
が
厳
し
く
な
り
、

火
災

報
知
器
・
消
火
器
な
ど
の
点
検
を
受

け
ま
し
た
。

全
て
の
お
堂
に
設
備
が

あ
り
ま
す
が
、

火
燭
用
心
は
専
要
で

す
。

🔸

十
一
月
三
十
日
・
南
禅
寺

派
部
内
研
修
会
。

来
年
度
前
半
の
行

事
予
定
を
確
認
。

春
の
巡
教
お
説
教

の
予
定
は
、

四
月
二
十
三
日
に
決
ま

り
ま
し
た
。

詳
細
は
寺
報
春
号
に
て

お
知
ら
せ
。

🔸

十
二
月
五
日
・
蒲

江
梅
南
寺
様
の
前
住
職
前
寺
庭
様
の

一
周
忌
の
お
務
め
に
上
が
り
ま
し

た
。

🔸

大
晦
日
は
除
夜
の
鐘
を
撞

き
に
お
見
え
く
だ
さ
い
。
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【
年
回
忌
表
の
お
知
ら
せ
】

本
年
の
年
回
忌
は
、
左
記
の
通
り
で

す
。

年
忌
に
あ
た
る
ご
家
庭
に
は
、
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
漏
れ
が
あ
る

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

＊
法
要
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
お
参
り
の
人
数
、
場
所
、
お
斎
の

有
無
な
ど
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
助
か

り
ま
す
。
）

 大般若祈祷法要
　　　　　初観音講
　1月17日・水曜日　
　
                  午前10時より

恒例の大般若祈祷会法要・初観音講を
お勤めいたします。
本年も、総代地区世話人様の年始会を
兼ねた、ご法要とさせていただきま
す。総代地区世話人様には、仕出しお
弁当を準備いたしますので、欠席され
る場合はお寺までご連絡ください。
一般檀信徒の皆様はご自由にご参拝く
ださい。

　
　
　

～
～
～
観
自
在
～
～
～

　
宮
本
武
蔵
が
書
い
た
『

五
輪
書
』

水
之
巻
に
は
、
「

兵
法
の
目
付
と
い
う
こ
と
」

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
。

「

目
の
付
け
や
よ
う
は
、

大
き
く
広
く
付
く
る
」

事
と
し
て
、
「

観
」
「

見
」

の
二
つ
の
見
方
を
示
す
。

「

観
」

は
放
心
後
の
全
体
視
、
「

見
」

は
求
心
的
な
視
線
で
あ
る
。

そ
し
て
「

観
の
目
強
く
、

見
の
目
弱
く
、

遠
き
所
を
近
く
見
、

近
い
所
を
遠
く
見
る
事
」

が
肝
要
で
あ
り
、

敵
の
太
刀
の
位
置
を
知
っ

て
い
る
が
、

少
し

も
敵
の
太
刀
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
、
兵
法
で
は
大
事
だ
と
。

「
観
」
と
は
辞
書
的
な
意
味
で
は
、
心
静
か
に
対
象
を
観
察
し
、
真
実
を
悟
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
教
え
は
、

兵
法
や
剣
術
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。

様
々
な
道
、

人
と
の
接
し
方
、

社
会
や
世
間
と
の
向

き
合
い
方
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

身
を
挺
し
、

力
を
信
じ
て
引
き
上
げ
る
人
を
観
世
音
と
い
い
、

泥
沼
に
墜
ち
て
い
る
人
を
助
け
る
為
に
、

自
ら

泥
沼
に
入
り
、

今
に
も
溺
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
る
人
を
下
か
ら
持
ち
上
げ
岸
に
押
し
上
げ
る
人
を
観
自
在
と
私

な
り
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。

手
を
伸
ば
す
か
、

押
し
上
げ
る
か
、

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
は
ど
ち
ら

も
同
じ
菩
薩
の
善
行
で
す
。

　
梅
南
寺
様
の
本
堂
に
「

観
世
音
」

で
は
な
く
「

観
自
在
」

の
墨
蹟
が
掛
け
ら
れ
た
の
は
、

深
い
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
《
参
考
・
引
用
》

　
　
薬
師
寺
・
加
藤
朝
胤
管
主
「
千
文
字
説
法
」
第
一
一
七
回
　
観
世
音
と
観
自
在

　
　
円
覚
寺
管
長
・
横
田
南
嶺
老
師
「
毎
日
の
管
長
日
記
・
呼
吸
瞑
想
」
第
三
六
七
回
　
観
音
様
と
は

　
　
玄
侑
宗
久
エ
ッ
セ
イ
　
天
真
を
養
う
　
第
五
回
　
放
心
を
具
え
よ

村上天心作 安住寺開山堂「天井龍図」

　
上
の
墨
蹟
「
観
自
在
」
は
南
禅
寺
第
十
一
代
管
長
・
塩
沢
大
定
老
師
の
書
か
れ
た

も
の
で
、
蒲
江
・
梅
南
寺
様
の
本
堂
に
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
経
典
中
に
、
観
自
在
菩
薩
・
観
世
音
菩
薩
と
出
て
き
ま
す
が
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト

語
の
ア
ヴ
ァ
ロ
ー
キ
タ
イ
シ
ュ
ヴ
ラ
 
ボ
ー
デ
ィ
ー

サ
ッ

ト
バ
を
漢
訳
し
た
も
の
で

す
。

　
同
じ
語
を
、
鳩
摩
羅
什
三
蔵
は
『
妙
法
蓮
華
経
』

中
に
「

観
世
音
」

と
翻
訳
し
、

玄
奘
三
蔵
は
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
に
「
観
自
在
」
と
翻
訳
し
ま
し
た
。

　
鳩
摩
羅
什
三
蔵
は
「

観
察
さ
れ
た
（

ア
ヴ
ァ

ロ
ー

キ
タ
イ

)

」

と
「

音
・
声

（
シ
ュ
ヴ
ラ

)
」
で
、
悩
め
る
世
間
の
人
々
の
音
声
を
観
ず
る
も
の
と
い
う
意
味
で

観
世
音
と
漢
訳
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
玄
奘
三
蔵
は
「
観
察
さ
れ
た
（
ア
ヴ
ァ

ロ
ー

キ
タ

)

」

と
「

自
在
者

(

イ

シ
ュ
ヴ
ラ

)

」
の
合
成
語
で
、
衆
生
の
苦
悩
を
観
ず
る
こ
と
自
在
な
る
も
の
と
解
釈

し
「
観
自
在
」
と
漢
訳
し
ま
し
た
。

　
観
世
音
菩
薩
と
い
う
の
は
、
『
観
音
経
』
に
、

「
無
量
百
千
万
億
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
苦
悩
を
受
け
て
い
て
も
、

も
し
観
世
音
菩

薩
の
名
を
聞
い
て
一
心
に
称
え
る
な
ら
ば
、
菩
薩
は
た
だ
ち
に
、

そ
の
声
を
観
じ
て

苦
し
み
か
ら
解
き
放
ち
ま
す
。

「

南
無
観
世
音
菩
薩
」

の
名
号
を
通
し
て
祈
る
な
ら
ば
、

菩
薩
の
威
神
力
に
よ
っ

て
、
た
と
え
大
火
の
な
か
に
あ
っ
て
も
焼
か
れ
る
こ
と
な
く
救
い
だ
さ
れ
ま
す
。

川

で
大
水
に
流
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
で
も
、
浅
瀬
に
た
ど
り
つ
く
で
し
ょ

う
」

と
説
か

れ
て
い
ま
す
。

　
観
世
音
と
い
う
の
は
、
慈
悲
の
心
に
て
救
い
を
求
め
る
世
の
人
々
の
声
を
観
察
し

て
、
救
済
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
観
自
在
と
い
う
の
は
、
そ
の
観
察
す
る
こ
と
が
自
在
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。
「

観
世
音
」
「

観
自
在
」

い
ず
れ
に
し
て
も
「

観
」

と
い
う
字
が
つ
い
て
い

て
、
そ
れ
は
慈
悲
の
心
に
て
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
観
察
こ
そ
が
観
世
音
、
観
自
在
の
本
質
で
す
。

　
薬
師
寺
・
加
藤
朝
胤
管
主
は
観
世
音
、

観
自
在
を
次
の
よ
う
に
た
と
え
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
泥
沼
に
墜
ち
て
助
け
を
求
め
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

今
に
も
溺
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
為
に
、
岸
か
ら
手
を
伸
ば
し
、
声
を
掛
け
て
励
ま
し
、

禅
の
心
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【月例行事】
★写経会★
午前10時～

1月23日（火）
2月22日（木）
3月22日（金）
★座禅会★
午前6時半～
1月12日（金）
1月27日（土）
2月3日（土）
2月17日（土）
3月2日（土）
3月23日（土）

【合掌会活動・奉仕作業】
１２月８日（金）少し肌寒い日になりましたが、清末会長始め合掌
会執行部並びに地区役員30名の参加を頂き奉仕作業が行わ
れました。
大勢での作業で一時間半で諸堂が奇麗になりました。ありがと
うございました。
江戸時代の狂歌師・大田蜀山人(南畝)の歌に『雑巾を当て字で
書けば蔵と金あちら福福（拭く拭く）こちら福福』というのがあり
ます。年末皆さんも大掃除大変だったことと思います。福福（拭
く拭く）福福（拭く拭く）キレイになって福が来ますように。

【義援金のお知らせ】
令和５年度の義援金

災害義援金へ　200,000円
7月北部九州豪雨災害義援とし

日本赤十字社へ
（内賽銭181,028円）

これまでの義援金累計
2,235,602円（平成23年～）
（内お賽銭合計　1,510,399円）
（内東日本大震災分　1,043,708）
（その他の義援金　1,191,894円）

安住寺では本堂・観音堂他に納めて頂いた、
お賽銭をすべて義援金として寄付しております。

沢山のご浄財を有難うございます。


